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平成27年度行政評価　施策評価シート（平成26年度実績）
施策名 地域連携の充実

施策コード 020103

　１．施策の担当

主管課

関係課

教育部  教育総務課

学校教育課

　２．総合計画における位置づけ

総合計画

政策

施策

節
第２章　歴史・文化を大切にし、ひとを
豊かに育むまちづくり（教育・文化）

第１節　学校教育

地域連携の充実

　基本方針

・学校、家庭及び地域社会の連携を強化して、活動や体験の場を重視し、次世代を担う人材の育成を推進します。

・学校教育に支障がない限り、学校施設を市民のスポーツや文化の活動の場として提供します。


　現況と課題

・学校、家庭及び地域の総合的な教育力の再構築を図り、地域社会を挙げて様々な取り組みを推進し、豊かな人間関係づくりを通
じて、児童及び生徒の「生きる力」を育む地域コミュニティづくりが求められています。

・ 保護者や地域、関係機関等の連携を強め、地域社会が一体となった幼稚園、小学校、中学校及び地域における幼児、児童及び生
徒の安全な環境づくりが重要になります。

・小学校、中学校の施設を社会教育その他公共の使用のために開放しています。また、管理運営は、学校ごとに校区住民が中心と
なって構成されている運営協議会が行っています。


　施策目標

　対象（誰を、何を、どこを）

市民及び児童・生徒

　意図（どのような状態にしたいのか）

学校、家庭、地域社会が一体となり、児童・生徒の「生きる力」を育む。

　３．市民ニーズ

満足度（偏差値）

H24 H25 H26 H27 H28

54.9

重要度（偏差値）

H22 H23

56.2

　４．施策にかかるコスト

単位 H25決算 H26決算

コス
トの
内訳

人件費

事業費

フルコスト

千円

4,723 4,875

財源
内訳

国庫支出金

府支出金

市債

その他
一般財源１（＝フル
コストー特定財源）

一般財源２（＝直接
事業費ー特定財源）

千円

10,438 10,572

4,805 5,844

5,715 5,697

5,633 4,728

82 969

　５．施策の成果指標

成果指標１ 学校施設の年間利用回数

項目 H23実績 H24実績 H25実績 H26実績 H27計画 H28計画

実績値

達成度

H22実績

7,240.0

94.47

7,480.0 7,600.0 7,120.0目標値 7,240.0 7,240.0

6,840.0 6,519.0 7,414.0 6,901.0 6,572.0

7,360.0

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

88.57 99.11 90.8 92.3

学校施設を市民のスポーツや文化
の場として提供することで、体育
施設を必要とするスポーツ団体の
状況が分かる。また、利用団体は
学校施設の効率的な使用ができ
る。

平成１６年度より市内全小・中学
校で実施。近年利用回数は頭打ち
状況のため今後の伸び率を約２～
３％に設定。ただし、平成２５年
をピークとし、目標値を再設定。

施設の建替及び工事等のため、利用に制限があり利用回数
が減少した。



②

③

図
表

成果指標２ 学校施設の年間利用者数

項目 H22実績 H23実績 H24実績 H25実績 H26実績 H27計画 H28計画

目標値 178,800.0 183,200.0 187,600.0 192,000.0 174,400.0

実績値 127,504.0 118,494.0 137,292.0 123,189.0 126,239.0

64.68 73.18 64.16 72.38

178,800.0 178,800.0

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

学校施設を市民のスポーツや文化
の場として提供することで、体育
施設を必要とする人数（スポーツ
人口）状況が分かる。また校区住
民は学校施設の効率的な使用がで
きる。

平成１６年度より市内全小・中学
校で実施。近年利用人数は頭打ち
状況のため今後の伸び率を約２～
３％に設定。ただし、平成２５年
をピークとし、目標値を再設定。

利用制限があるにもかかわらず、効率的な利用により利用
人数が増加した。

達成度 71.31

成果指標３ フェスタ年間参加者数

項目 H22実績 H23実績 H24実績 H25実績 H26実績 H27計画 H28計画

目標値 5,680.0 5,920.0 6,160.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0 5,000.0

実績値 4,951.0 5,406.0 4,360.0 4,830.0 4,720.0

１校区のフェスタ参加者を目標
2000人と設定し、年間５％程度の
増加を設定した。平成２５年度以
降の目標は、これまでの実績を参
考に現状維持を目標に設定した。

参加者は年々増加傾向にあったが、平成２１年度にインフ
ルエンザの影響を受け、参加者が激減した。平成２２年度
以降、小中学生の参画、人材の発掘、内容を一層の充実に
向け努力することにより、持続しつつある。

達成度 87.16 91.31 70.77 96.6 94.4

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

総合的教育力活性化事業を活用
し、現在すべて中学校区に地域の
教育力向上を目的とした地域教育
協議会が設置され、４中学校区で
は、地域の関係機関・団体が力を
合わせて、地域フェスタに取組ん
でいる。この数値を指標とするこ
とで、地域の人々と子どもたちの
つながりぐあいや地域連携の強ま
りや深まりを示すものと考えてい
る。
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施策に対する市民
ニーズ

施策を取り巻く状況
（法令等の動向、
国・府の政策の動
向、社会潮流など）

合計点

総合評価

（１０点中）

2

2

1

　６．施策の事後評価

一次評価
（担当課によ

る評価）

判定項目 評価点 評価理由、今後の方向性等

施策の成果レベル
（過去の推移、周辺
市との比較なども含
む）

学校開放において、学校施設の耐震工事と建替えのため使用制限があり、使
用回数が減少した。

平成21年度はインフルエンザの影響により大幅に参加者数が減少したが、平
成22年度より増加の傾向にある。

引き続き、耐震改修工と建替え等による使用制限のため、使用出来ない施設
がある。

地域フェスタを含め、地域の人々の参画意識は増えている。

平成２４年度市民アンケート調査の満足度（偏差値）が平成１９年度より向
上した。

少子化による低年齢層の減少により、利用者数の減少。

地域教育協議会の活動に参画してもらえる新しい人材の確保。

少子化等の影響により利用者数は減少しているが、引き続き地域コミュニ
ティの整備の為推進していきたい。

二次評価（政策推進課・行財政管
理課による評価）

三次評価（理事者による評価）

（４点中）

（３点中）

（３点中）

　７．施策を構成する事務事業

Ｃ
目標値の達成にさらなる工夫が必要である。

Ｃ
目標値の達成にさらなる工夫が必要である。

5 点

Ｃ

事務事業 H26年度決算額
H27年度予算 一次評価

事務事業名 一般財源

1

予算コード

01047400 学校開放事業

人件費 事業費

4,066 4,526 -202 Ｂ4,908

合計 4,875 5,697 969

Ｂ

6,184

2 01048000 教育研究事業 809 1,171 1,171 1,276


